
 

 令和６年度 第６回 保土ケ谷区障害者地域自立支援協議会 相談支援部会 議事録 

日 時     令和６年１０月２５日（金）15：30～17：30  

開催場所 かるがも２F 星川地域ケアプラザ 多目的室 

出 席 者 

（予定） 

【出席】光の丘相談室、てらん広場、ハーモニー、夢２１相談支援事業所、地域生活支援セ

ンター、たっちほどがや、光風会相談センター、ゆめ計画相談、よこはま包摂相談支援セン

ター、区高齢・障害支援課、基幹相談、生活支援センター、いわまワークス、オレンジよこ

はま、エススタイルほどがや、常盤台病院、コペルプラス天王町、発達障害者支援センタ

ー、かけはし、わおん、延命法律事務所、ほどがやカルガモの会、タキオンネクスト、toiro

西谷、サムズアップ、光風会（計 38 名） 

 

欠 席 者 

恵和相談室、計画相談室ウィング、西部就労支援センター、かのん相談室、若葉台特別支援

学校、相談支援室あおば、西部地域療育センター、みらいライフ、横浜市障害者更生相談

所、いろどり西横浜、西部就労支援センター、横浜 SSJ 、十愛病院、幸陽園相談室、 

開催形態 公開（傍聴人：  名） ・ 非公開 

議 題 

テーマ：虐待防止について 

第 1部：講義テーマ：行政における虐待認定とは （講師：保土ケ谷区 市川係長） 

第２部：グループワーク、情報共有  

議  事 

 

１．開会あいさつ、新規参加の方紹介、タイムスケジュール説明 （15:30～15:35） 

 ・司会進行：郡司氏（包摂支援センター）   

 ・新規参加の方より、ひとこと挨拶  

 ⇒光風会 秋山、カルガモの会 松本氏、田中氏 

 ・タイムスケジュールの説明（郡司氏より）  

 

２．勉強会「虐待防止研修」  第一部 講義（15:35～16:05  ※３０分） 

・講師紹介（司会：郡司氏より）  

保土ケ谷区高齢・障害支援課 市川係長  

    「テーマ： 行政における虐待認定と虐待防止について」 ＊別紙資料参照 

〇補足説明 

利用者同士の暴力行為について、対処せず放置した場合はネグレクトにあたる疑いが

ある。利用者間は虐待枠にはならない。 

認定するのは市なので、気になることがあれば相談してほしい。 

通報件数が増えているのは良い事ではないが、権利に関して通報して頂いている。 

 

〇質疑応答 

・通報後も関係が続いていく支援者としては、継続して関わることが難しくなる場合

もあるため、心配になり相談に至らない事もあるのでは。通報者を保証する、利用者を

保証する仕組みはあるのか？ 

→支援の枠組みや関係者がいる場合は、その枠組みがくずれる心配はあるが秘匿はさ

れる。擁護者・使用者の虐待について、通報時には説明して頂いて市が判断する。関係

性より介入が必要だと思えば介入する。 

 

 



・ご本人より親から虐待を受けているという話をきき、法人からセンターに問い合わ

せたケースがあったが、区に問い合わせて担当ワーカーと確認するようにと言われた

ことがあった。 

→内容をきいた上で擁護者だったため、区に関係をきくようにとの返答だったのでは。 

 

３．第二部 グループワーク（16:05～17:05 ※60分） ワークの時間配分はファシリ判断です 

  ・ひとこと自己紹介（所属、お名前） 

◆ワーク① 事前に用意した仮想事例をもとに、ファシリの進行により、虐待の捉え方や 

虐待防止についてディスカッション 

  ◆ワーク② それぞれの事業所や現場で感じる「これって、虐待なの？」「どうやって虐待を 

防ぐか」について意見交換 

 

４．全体共有、事前アンケートへのお答え（17:05～17:20 ※15分）  

 ・司会進行 郡司氏 

 ・５つのグループの中から以下 3グループが発表（1グループ 3分ていど） 

〇２Ｇ 

・それぞれの案件に対して虐待にあたるのではと話し合った。 

・相談支援として金銭的サポートの情報提供をしたか？ 

・母の支援、サポート部分の話が大きかった。母の困りごと、母のアセスメントの必要

性命を守ることの必要性、通報せずにすむのであれば、まずは注意していくことが必

要。 

・虐待関係で悩んでいることも各事業所から話があった。 

・ご本人への理解のなさからの対応は虐待にあたるのか？ 

・反社会的な行為に対してのおどしは、虐待になるのか？  

・グループホームのカメラ設置はどうか？ 

・添い寝で背中をさする事も身体的虐待にあたるのかと複雑な想いも共有した。 

・支援であっても、利用者からスタッフを守らないといけない部分もあるので、両面考

えると難しい。なので、弁護士と連携することが必要。 

・同性介助が必要だが、実際には人がいない。 

 

〇４Ｇ 

・対応した人のケアまで話が進んだ。 

・結果的には虐待でも、意図の有無によって対応が分かれると思う。 

・措置的な対応か、平和的に解決を図ることが必要なのかと議論した。 

・個別支援会議を開くと言っても、コンパクトに琴線にふれずに、別の問題に対処する

ことで本来の問題解決に至ることもある。 

・福祉サービス目線だと平和的解決からとなる。支援者が自分の心に反することを行

えばならないこともあり、通報はダメージが残るのでは。 

 

〇５Ｇ 

・支援をどう組み立てていくかという話になった。 

・通報するか否か、親のニーズも拾い、本人・親へのアプローチを誰がどうするか、支

援チームで考えていくことが必要。 



・通報の数、認定の数の割合をふまえて今後センターの感度もわかるのでは。 

・虐待のシーンではと気づいた時に、実際どう声を挙げればよいか。新規事業所として

支援チームに入った時には、外からの視点が気付くきっかけとなるので、様々な機関が

関わるメリットとなり、支援の質の向上となる。 

このような場が今一度見直すきっかけとなる研修にしていければ良い。 

 

 ・事前アンケートへの返答 

  質問 身体拘束がどうしても必要な方の記録の方法など聞かせてもらいたい。 

      ⇒やむを得ず身体拘束等を行う場合には、その様態及び時間、その際の 

利用者の心身の状況並びに緊急やむを得ない理由その他必要な事項を

記録しなければならない。 

※緊急やむ得ない場合＝①切迫性②非代替性③一時性 を全て満たす 

  

  質問 訪問した事業所や家庭で、虐待とまではいかなくても不適切な状況を見た 

（感じた）時、どのように対処や相談をしていけばよいか 

      ⇒事例検討に含ませて頂いた 

 

  質問 本人の安全確保のための環境調整と、自由を制限してしまうことになるのではな

いかという葛藤がある状況で、どのように判断していくことがよいのか 

      ⇒ひとつの事業所で判断しないことが大事。 

支援チームで相談して調整していくことが大事えは。命にかかわること

がどうかも大事な基準となる。 

 

三瀬先生より： 

1 人で行けるのにガイドヘルパーを使わされているケースについて 

⇒きちんと話し、本人の意思のもとでサービスを利用してもらう。どうしてもいやなら

一人でいってもらう。 

意思疎通が難しい方では、身体拘束に近い形になるので、三要件に該当有無について確

認が必要。 

 

５．情報共有、各事業所からの情報提供、そのほか （17:20～17:30  10分） 

 

◆情報共有 

【計画相談の実施状況】R6.9月（9 月主任連絡会）※カッコ内は R6年 5 月との比較 
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◆計画相談 事業所訪問  

・今年度、各事業所 1度ずつ、相談支援部会事務局メンバーや 

区内主任相談支援専門員で、地域の体制づくりも兼ねて、現場からの忌憚のない 

ご意見をいただく機会として訪問しています。 

 

１１月訪問候補日：  

ご都合のつく事業所は、手上げしてくださると有難いです。 

 

◆12月のインターバル実習受け入れについて 

 ・初任研受講者（保土ケ谷で実習予定は１３人です） 

 ・詳しい内容は、12月の部会のご案内時にお知らせします。 

 

◆地域体制強化共同支援加算マニュアルについて 

 ・現在、相談支援部会で準備中です。 

 

◆機能強化型相談体制についての進捗の共有 

 ・４事業所で先月打ち合わせ実施、協定書完成し、健康福祉局にも了承を得た。 

 ・12月に体制届を提出し、1月より機能強化型相談体制を開始予定。 

 

◆計画相談業務にまつわる質問がありました。（googleフォームアンケート） 

質問に対して参加者より回答 

 質問 実施指導で自宅への訪問の記録がないと口頭で指摘された。していない訳で

はないが支援者に参加していただく個別支援会議を開催するにはどうしても

事業所で開催することが多くなってしまう。また、相談員との関係性もあり、

ご自宅に来てほしくない方も一定数いらっしゃる。自宅の訪問と事業所での

会議を両立する時間的余裕もない。他の事業所ではどう自宅を訪問している

のか聞いてみたい。 

 ⇒３８０件のなかで同様のケースあり。ガイドライン的には強制力がない。ご本人が

希望されない場合でも、自宅での居宅介護であれば、対象エリアだけ条件しぼって訪問

させて頂いている場合あり。 

居宅訪問拒否の方もいるが、区にも伝え、記録にも書いている。その際は利用している

事業所に訪問し、ご本人希望で場の設定をしていることも記載する。 

玄関先でアセスメントする場合もある。 

 

 質問 本人の主訴を聞き出す手法を知りたい。 

 

 質問 計画相談の役割からできる虐待防止とは何か。 

 

◆そのほかあれば・・・（PRなど） 

・発達障害支援センターから発達特性のある支援についての研修お知らせ 

・区より 成年サポートネット研修お知らせ 

 

 



議 事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■次回予告～閉会あいさつ  郡司氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆次回の相談支援部会 

日時：令和６年１２月２０日（金）１５：３０～１７：３０  

時間・会場 お間違え無く！ 

会場：保土ヶ谷区役所 地下会議室    

内容：「地域資源を考える」（インターバル実習受け入れ） 

※この回は公開になりますので、相談支援部会以外の方もご参加できますが 

 会場の席数の都合があり、相談部会とインターバル実習受講者を優先させ 

 ていただきます。 

 

◆１１月は休会となります 


